
数値地図25000（海岸線）＆50m 
メッシュ標高のＤＸＦ３Ｄ変換 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐ，Ｖｉｓｔａ，７ 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（行政界・海岸線）及び数値地図 50ｍメッシュ
（標高）を使用した。 （承認番号 平２４業使、第２２１号） 

「ＤＸＦｃｎｖ５０Ｍ」は、日本全土を対象とした全域の地形モデルとして、海岸線をゼロ標高のポリラインとし、

その上に重なる標高面（標高メッシュから生成された標高値を中心とする均一面、隣接標高を相互に連結した結合面）

を３Ｄのサーフェイスとして構築し、標高メッシュから生成された格子を基に、標高を与えて生成されたコンターを、

標高を持ったポリラインとして生成するものです。 

 「ＤＸＦｃｎｖ５０Ｍ」は日本全国の25,000分１の海岸線、５０ｍメッシュ標高面を基本データとし、５０ｍメ

ッシュを基に生成されたコンターと併せて、３ＤのＤＸＦファイルへの変換によりデザインやＣＡＤへの応用を企図

しています。出力座標値も、平面直角座標のみならず正積や正角のさまざまな図法による出力が可能になっています。 

 
 
 

［動作環境］(インストールにＤＶＤドライブ要) 
ＯＳ：Windows Ｘｐ，Ｖｉｓｔａ，７ 
ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ３００ＭＨｚ以上を推奨 
メモリ：１２８ＭＢ以上を推奨 
ハードディスク：プログラム＆データ容量 ２．１ＧＢ 

［DXFcnv50Mの出力］ 
３ＤのＣＧやＣＡＤソフトによる、さまざまなシミュレ

ーションの基礎データとして利用可能となるよう、以下の

ように出力します。 

   海岸線データ： ゼロ標高の３Ｄポリライン 

   均一標高面：  ３ＤＦＡＣＥ（サーフェイス） 

   連結標高面：  ３ＤＦＡＣＥ（サーフェイス） 

   コンター：   ３Ｄポリライン 

出力座標は平面直角座標及び以下の図法から選択 

メルカトル図法     ランベルト正積円筒図法 

サンソン図法      モルワイデ図法 

エッケルト第２図法   エッケルト第４図法 

エッケルト第６図法   ランベルト正角円錐図法 

アルベルス正積円錐図法 ランベルト正積円錐図法 

 また、日本全域といった広域で３Ｄ地形モデルが作成で

きるよう、標高面のメッシュ出力刻みを1,2,4,5,8,10,20

のように設定できます。20を選択した場合、デフォールト

の1に比べデータ量が400分の１となります。 

 出力刻みを指定した時、均一標高面では中央値が、連結

標高面では矩形の隅の標高値が取られます。 
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